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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成29年11月2日(2017.11.2)

【公開番号】特開2015-181214(P2015-181214A)
【公開日】平成27年10月15日(2015.10.15)
【年通号数】公開・登録公報2015-064
【出願番号】特願2014-193605(P2014-193605)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  19/07     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  15/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    5/225    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ    5/232    　　　Ｚ
   Ｇ０３Ｂ   19/07     　　　　
   Ｇ０３Ｂ   15/00     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成29年9月22日(2017.9.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の光学系と、
　前記複数の光学系により形成される像を撮像する撮像素子を有し、
　前記撮像素子の画素ピッチをｐ（ｍｍ）、前記撮像素子の撮像領域の面積をＳ（ｍｍ２

）、前記撮像素子の撮像領域のうち前記複数の光学系にそれぞれ対応する複数の撮像領域
の画素数の平均値をＰＡＶＥ、前記複数の撮像領域の画素数の総和をＰＳＵＭ、前記複数
の光学系のうち最も長い焦点距離を有する光学系の数をＮｔ、前記複数の光学系における
互いに異なる焦点距離の数をｖａｒとしたとき、

なる条件を満たすことを特徴とする複眼撮像装置。
【請求項２】
　前記複数の光学系のうち最も短い焦点距離を有する光学系の数をＮｗ、実数ｘに対する
ｘ以下の最大の整数で定義される床関数をｆｌｏｏｒ（ｘ）としたとき、

なる条件を満たすことを特徴とする請求項１に記載の複眼撮像装置。
【請求項３】
　最も短い焦点距離を有する光学系の数は最も長い焦点距離を有する光学系の数よりも多
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いことを特徴とする請求項２に記載の複眼撮像装置。 
【請求項４】
　最も短い焦点距離を有する光学系の数は、同一の焦点距離を有する光学系の数として最
も多いことを特徴とする請求項３に記載の複眼撮像装置。
【請求項５】
　前記複数の光学系は、最も長い焦点距離を有する光学系を複数含むことを特徴とする請
求項１から４のいずれか１項に記載の複眼撮像装置。 
【請求項６】
　最も長い焦点距離を有する光学系の数は、同一の焦点距離を有する光学系の数として最
も少ないことを特徴とする請求項１から５のうちいずれか１項に記載の複眼撮像装置。
【請求項７】
　前記複数の光学系は、任意の焦点距離を有する光学系iと、前記任意の焦点距離よりも
長い焦点距離を有する光学系ｈとを備え、
　前記光学系iの数をＮｉ、前記光学系ｈの数をＮｈとしたとき、
Ｎｉ≧Ｎｈ
なる条件を満たすことを特徴とする請求項１から６のうちいずれか１項に記載の複眼撮像
装置。
【請求項８】
　前記複数の光学系は、前記複数の光学系のイメージサークルが外接するように配置され
ることを特徴とする請求項１から７のいずれか１項に記載の複眼撮像装置。
【請求項９】
　前記複数の光学系は、前記複数の光学系のイメージサークルが、前記撮像素子の互いに
直交する辺の少なくとも一方の辺に沿って外接するように配置されることを特徴とする請
求項１から８のいずれか１項に記載の複眼撮像装置。
【請求項１０】
　前記複数の光学系は、前記複数の光学系のイメージサークルよりも前記複数の光学系の
外径を表した円の方が大きい場合は、前記複数の光学系の外径を表した円が外接するよう
に配置されることを特徴とする請求項１から７のいずれか１項に記載の複眼撮像装置。
【請求項１１】
　前記複数の光学系は、前記複数の光学系のうち一部の光学系が前記一部の光学系のイメ
ージサークルよりも前記一部の光学系の外径を表した円の方が大きい場合は、前記一部の
光学系の外径を表した円と前記複数の光学系のうち他の光学系のイメージサークルとが外
接するように配置されることを特徴とする請求項１から７のいずれか１項に記載の複眼撮
像装置。
【請求項１２】
　前記複数の光学系は、前記複数の光学系の外径を表した円よりも前記複数の光学系のイ
メージサークルの方が大きい場合は、前記複数の光学系のイメージサークルの一部が、前
記撮像素子の互いに直交する辺の少なくとも一方の辺に沿って重なるように配置されるこ
とを特徴とする請求項１から９のうちいずれか１項に記載の複眼撮像装置。
【請求項１３】
　前記複数の光学系および前記撮像素子を有する撮像ユニットを複数備えることを特徴と
する請求項１から１２のうちいずれか１項に記載の複眼撮像装置。
【請求項１４】
　前記複数の光学系は、前記撮像素子を備えた撮像装置本体に対して、着脱可能に装着さ
れることを特徴とする請求項１から１３のうちいずれか１項に記載の複眼撮像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０００９】
　本発明の一側面としての複眼撮像装置は、複数の光学系と、前記複数の光学系により形
成される像を撮像する撮像素子を有し、前記撮像素子の画素ピッチをｐ（ｍｍ）、前記撮
像素子の撮像領域の面積をＳ（ｍｍ２）、前記撮像素子の撮像領域のうち前記複数の光学
系にそれぞれ対応する複数の撮像領域の画素数の平均値をＰＡＶＥ、前記複数の撮像領域
の画素数の総和をＰＳＵＭ、前記複数の光学系のうち最も長い焦点距離を有する光学系の
数をＮｔ、前記複数の光学系における互いに異なる焦点距離の数をｖａｒとしたとき、
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